
早稲田大学 法学部 世界史 解答例 
 

 

Ⅰ 

問１ ２   問２ ４   問３ ３   問４ １   問５ １ 

問６ ３   問７ ２   問８ ３   問９ ３ 

 

Ⅱ 

Ａ 設問１ ④ 

Ｂ 設問２ ③   設問３ ② 
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Ⅳ 
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設問６ ３   設問７ １   設問８ ４   設問９ ４ 

 

 

Ⅴ 

フーヴァー政権は、失業対策や政府金融整備など積極的対策を行ったが、伝統的な自由

放任政策に縛られて企業活動への統制などはおこなわず、恐慌に歯止めをかけることは

できなかった。一方、フランクリン＝ローズヴェルト政権は、英のケインズの提唱した

修正資本主義的政策を採用し、政府の強力な介入によって恐慌を克服しようとし、農業

調整法で生産調整、全国産業復興法で企業間の競争の制限と労働者の権利保護を進め、

さらにテネシー川流域開発公社に代表されるような公共事業によって有効需要の拡大を

はかり、一定の成果をあげた。(248字) 


